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９．外部出力 
 

 
 

 

１）出力項目設定 

 

（１）出力項目設定一覧 

 

 
 

≪画面説明≫ 

No. 画面項目名 内容 

1 出力項目定義情報一覧 出力項目が設定されている定義情報が一覧表示されます。 

2 標準提供パターン表示 システムが標準提供する出力項目定義情報が一覧表示されます。 

3 編集ボタン 
既に登録がある出力項目定義を変更する場合に押下します。出力項目

設定登録画面へ遷移します。 

4 追加ボタン 
新たに出力項目定義を作成する場合に押下します。出力項目設定登録

画面に遷移します。 

 

≪操作手順≫ 

１． 新たに出力項目定義を作成する場合は、「追加」ボタンを押下します。 

２． 登録済みの出力項目定義を変更する場合は、該当する行の「編集」ボタンを押下します。 

３． ボタンを押下後に出力項目設定登録画面が表示されます。 

 

標準提供パターンとは 

利用頻度が高いと思われる項目を弊社が予め設定した出力定義です。画面の「標準提供パターン表示」 

チェックボックスのオン/オフにより、お客様が作成した出力定義と標準提供パターンの表示が切り替わ 

ります。 
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出力項目設定登録 

 

 
 

≪画面説明≫ 

No. 画面項目名 内容 

1 情報カテゴリ 出力するカテゴリを選択します。 

2 対象情報 各種情報を分類別になっている情報を選択します。 

3 設定情報 出力項目定義の内容を入力または、選択します。 

4 取消ボタン 入力、設定した内容を入力前の状態に戻します。 

5 削除ボタン 
表示されている出力項目定義を削除します。 

※標準提供パターンの場合、削除は行えません。 

6 更新ボタン 
表示されている内容を保存します。 

※標準提供パターンの場合、更新は行えません。 

 

  



 

 

 

 

 

204 

≪項目説明≫ 

No. 画面項目名 内容 

1 情報カテゴリ 出力する情報の種類を選択します。 

2 対象情報 
情報カテゴリの選択によりプルダウンリストに表示される情報が異な

ります。プルダウンリスト中より出力する情報選択します。 

3 出力項目定義 ID 

出力項目を識別するコードを入力します 

一覧への表示は出力項目定義 ID 順(昇順)であるため、頻繁に使用す

る項目は若い番号を採番する等の考慮が必要となります。 

4 出力項目定義名 出力項目定義 ID に対する名称を入力します。 

5 備考 備忘録としてお使いください。 

6 項目名 入力欄 
項目名に検索文字を入力すると「選択可能項目」を絞込みする事が出

来ます。 

7 選択可能項目－項目名 

上記 No1、2 を選択することで項目が表示されます。 

出力する項目を選択し、 を押下することで画面右側にある出力項目

に 該 当 項 目 が 表 示 さ れ ま す 。 

※ Ctrl を押しながらマウスで押下すると複数の項目が選択できま

す。 

を押下すると全項目を対象が出力項目となります。 

出力項目 

8 項目名 選択可能項目より選択した項目が表示されます。 

9 表示名 

出力する際のヘッダ項目名を任意の名称に変更する場合に入力しま

す。 

ブランクの場合は項目名がファイルへ出力されます。 

10 集計 

金額を集計する場合に該当する項目に対し、設定します。 

複数項目に対して設定ができますが、集計の組合せにより設定できな

い場合があります。 

11 グループ 

集計をする場合の単位を選択します。 

※ 集計の選択により設定できない場合がありますので、再度ご確認

後に設定を見直してください。 

12 整列 
出力する順番を指定します。 

出力の順番を昇順または、降順を選択します。 

13 固定値 「固定値追加」ボタンにより設定がされます。 

14 固定値列名 
一定の値を出力する場合に使用します。 

出力する列名を入力します。 

15 固定値 
一定の値を出力する場合に使用します。 

出力する値を入力します。 

16 固定値追加ボタン 

一定の値を出力する場合に使用します。 

固定列名、固定値に入力があった場合に出力項目の一覧に追加されま

す。 

 

  



 

 

 

 

 

205 

≪操作手順≫ 

１． 出力する情報カテゴリおよび、情報を選択します。 

２． 選択可能項目の表示が切り替わるのを確認し、出力項目定義 ID、名称等を入力します。 

３． 出力する項目を選択し、出力項目に設定していきます。 

固定値で出力する場合は、固定値の項目へ出力する列名と値を入力し、「固定値追加」ボタンを押下

します。 

４． 出力される項目について並び順を変更する場合は、出力項目の右側についている や 

で出力する順番を変更します。 

５． 出力項目の設定が完了後に「更新」ボタンを押下し、設定を保存します。 

※ 「取消」ボタンを押下することで入力する前の状態へ戻ります。 

※ 「削除」ボタンは表示されている出力項目定義を削除します。 

削除された定義はもとに戻りません。 

 

ここで設定した定義は出力ファイル定義で使用されます。 

出力項目定義の登録がないと外部出力ができませんのでご注意ください。 
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２）出力条件設定 

 

（１）出力条件設定一覧 
 

 

 
 

≪画面説明≫ 

No. 画面項目名 内容 

1 出力条件定義情報一覧 条件が設定されている定義の一覧が表示されます。 

2 編集ボタン 
既に登録がある条件の変更をする場合に押下します。出力条件設定登

録画面へ遷移します。 

3 追加ボタン 
新たに条件を設定する場合に押下します。出力条件設定登録画面に遷

移します。 

 

≪操作手順≫ 

１． 新たに出力条件定義を作成する場合は、「追加」ボタンを押下します。 

２． 登録済みの条件を変更する場合は、該当する行の「編集」ボタンを押下します。 

３． ボタンを押下後に出力条件設定登録画面が表示されます。 
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（２）出力条件設定登録 
 

 
 

≪画面説明≫ 

No. 画面項目名 内容 

1 設定情報 定義 ID、名称の入力や、情報の選択をします。 

2 出力条件一覧 出力するための条件を設定します。 

3 取消ボタン 変更する前の状態へ戻します。 

4 削除ボタン 表示されている定義を削除します。 

5 更新ボタン 表示されている条件定義を保存します。 
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≪項目説明≫ 

No. 画面項目名 内容 

1 出力条件定義 ID 出力条件を識別するコードを入力します。 

2 出力条件定義名 出力条件定義 ID に対する名称を入力します。 

3 備考 備忘録としてお使いください。 

4 情報カテゴリ 条件項目のもととなる情報の種別を選択します。 

5 対象情報 

情報カテゴリの選択によりプルダウンリストに表示される情報が異な

ります。 

プルダウンリスト中より出力する情報選択します。 

出力条件一覧 

6 項目名 

条件とする項目を選択します。 

選択できる項目は情報カテゴリ、対象情報の選択により変更されま

す。 

プルダウンリストより条件とする項目を選択します。 

7 条件 

条件の等式を選択します。選択可能となる値は以下の通りです。 

 

8 設定値 出力する任意の文字列を入力します。 

9 結合 

複数条件がある場合に選択します。次の行の条件と明示的に結合させ

る事ができます。選択可能となる値は以下の通りです。 

   

 

≪操作手順≫ 

１． 出力条件定義一覧より「編集」または「追加」ボタンにより遷移されます。 

２． 画面の表示後に出力条件定義 ID 等の必要事項を入力します。 

３． 入力後、「更新」ボタンを押下し、設定を保存します。 

※ 「取消」ボタンは変更する前の状態へ戻ります。 

※ 「削除」ボタンは表示されている出力条件定義を削除します。 

４． 出力ファイル定義の設定時に条件の設定が可能となります。 

※ 出力条件の設定は出力ファイル定義の設定後でも登録は可能です。 

※ また、条件は使い回しができるため、複数の出力ファイル定義に設定することができます。 

 

 

 

※ 例１）対象としたい社員の社員番号を複数件入力して設定する。 

① 条件項目 ② 条件区分 ③ 条件値 ④ 結合区分 

11 社員番号 
～のどれかと等しい 

(In) 
123456,123457,123458,123459  

 

※ 例２）除外したい社員の社員番号を複数件入力して設定する。 

① 条件項目 ② 条件区分 ③ 条件値 ④ 結合区分 

11 社員番号 
～のどれとも等しくない

(Not In) 
123456,123457,123458,123459 
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３）出力ファイル設定 

 

（１）出力ファイル設定一覧 
 

 

 
 

≪画面説明≫ 

No. 画面項目名 内容 

1 
出力ファイル定義情報

一覧 

登録済みの出力ファイル定義が一覧表示されます。 

2 標準提供パターン表示 システムが標準提供する出力ファイル定義情報が一覧表示されます。 

3 編集ボタン 
既に登録がある出力ファイル定義を変更する場合に押下します。出力

ファイル設定登録画面へ遷移します。 

4 複製ボタン 
既に登録がある出力ファイル定義をもとに、定義情報を複製する場合

に押下します。出力ファイル設定登録画面へ遷移します。 

5 追加ボタン 
新たに出力ファイル定義を作成する場合に押下します。出力ファイル

設定登録画面へ遷移します。 

 

≪操作手順≫ 

１． 新たに外部出力ファイル定義を作成する場合は、「追加」ボタンを押下します。 

２． 登録済みの定義を変更する場合は、該当する行の「編集」ボタンを押下します。 

３． 登録済みの定義をもとに複製する場合は、該当する行の「複製」ボタンを押下します。 

４． ボタンを押下後に出力ファイル設定登録画面が表示されます。 
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（２）出力ファイル設定登録 

 

（a）「追加」または「編集」 
 

 

 
 

≪画面説明≫ 

No. 画面項目名 内容 

1 設定情報 外部出力ファイルの定義を行います。 

2 取消ボタン 入力前の状態へ戻ります。 

3 削除ボタン 表示されている外部出力ファイル定義を削除します。 

4 更新ボタン 表示されているデータを保存します。 

 

≪項目説明≫ 

No. 画面項目名 内容 

1 出力ファイル定義 ID 出力ファイルを識別するコードを入力します。 

2 出力ファイル定義名 出力ファイル定義 ID に対する名称を入力します。 

3 出力項目定義 
出力項目設定で登録した定義 ID を選択します。 

※出力ファイル定義の登録を行った後でも設定は可能です。 

4 出力条件定義 
出力条件設定で登録した定義 ID を選択します。 

※出力ファイル定義の登録を行った後でも変更可能です。 

5 ヘッダ ヘッダ行として項目名を出力するかの選択をします。 

6 形式 

CSV ファイル、Excel ファイル、圧縮 CSV ファイルの選択をしま

す。 

 
圧縮 CSV ファイル形式では、CSV ファイル形式と同じ内容のものを

zip 圧縮した形式で出力します。 

7 小数点シフト計算 

勤怠等の小数点表示が可能な項目に対し、入力/計算した値が外部出

力した際に出力ファイル内で小数点付きで表示するかの選択をしま

す。 

8 備考 備忘録としてお使いください。 

 

≪操作手順≫ 

１． 出力ファイル定義一覧より「編集」または「追加」ボタンにより遷移されます。 

２． 画面の表示後に出力ファイル定義 ID 等の必要事項を入力します。 

３． 入力後、「更新」ボタンを押下し、表示されているデータを保存します。 

※ 「取消」ボタンは変更する前の状態へ戻します。 

※ 「削除」ボタンは表示されている出力ファイル定義を削除します。 
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「複製」 

 

 

 
 

≪画面説明≫ 

No. 画面項目名 内容 

1 設定情報 複製元の外部出力ファイルの定義が表示されます。 

2 複製情報 複製先の出力ファイル定義の入力を行います。 

3 取消ボタン 入力前の状態へ戻ります。 

4 更新ボタン 表示されているデータを保存します。 

 

≪項目説明≫ 

No. 画面項目名 内容 

1 対象情報 

複製先の対象情報を選択します。なお複製先として選択可能な対象情

報は以下 2 パターンとなります。 

パターン１：複製元と同じ対象情報 

パターン２：複製元と同じ処理の本処理または仮処理の対象情報 

2 出力ファイル定義 ID 出力ファイルを識別するコードを入力します。 

3 出力ファイル定義名 出力ファイル定義 ID に対する名称を入力します。 

4 出力項目定義 ID 出力項目を識別するコードを入力します。 

5 出力項目定義名 出力項目定義 ID に対する名称を入力します。 

6 出力条件定義 ID 出力条件を識別するコードを入力します。 

7 出力条件定義名 出力条件定義 ID に対する名称を入力します。 

 

≪操作手順≫ 

１． 出力ファイル定義一覧より「複製」ボタンにより遷移されます。 

２． 画面の表示後に、複製先対象情報等の必要事項を入力します。 

３． 入力後、「更新」ボタンを押下し、表示されているデータを保存します。 

※ 「取消」ボタンは変更する前の状態へ戻します。 
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４）ファイル作成指示 
 

 

 
 

 

≪画面説明≫ 

No. 画面項目名 内容 

1 ファイル作成指示情報 

出力ファイル定義で設定した情報が一覧表示されます。 

出力する対象の行にチェックをし、ヘッダの有無、ファイル形式を選

択します。 

2 標準提供パターン表示 システムが標準提供する出力ファイル定義情報が一覧表示されます。 

3 作成ボタン ファイルの作成をします。 

 

 

≪操作手順≫ 

１． 出力する出力ファイル定義の行にチェックをします。 

２． 出力するファイルにヘッダ項目を出力するかどうかのヘッダ有無を選択します。 

３． 出力するファイルの形式を選択します。 

４． 内容を確認後に「作成」ボタンを押下し、作成処理を実行します。 

 

５）ファイルダウンロード 
ファイルダウンロードは給与や賞与等の操作と同様になります。 

詳細は「Ⅱ．８．３）（１）処理結果後ファイルダウンロード」を参照してください。 
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帳票出力 

 

（１）帳票出力指示 
作成する帳票を一覧の中より選択します。 

 

 

 

≪画面説明≫ 

No. 画面項目名 内容 

1 帳票出力一覧 出力可能な帳票の一覧が表示されます。 

2 選択ボタン 各帳票の出力条件が表示されます。 

 

≪操作手順≫ 

１． 出力可能な帳票の一覧が表示されます。 

２． 各帳票の「選択」ボタンを押下すると、帳票を作成するための出力条件が表示されます。 

  

「選択」ボタンで出力条件を指定する画面が表示されます。 

出力条件が表示されます。 
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（a）出力条件 

 

① 賃金台帳 
 

 
 

≪項目説明≫ 

No. 画面項目名 内容 

1 出力形式 
必須入力となります。 

出力するファイルの形式を選択します。 

2 定義 ID 

出力するレイアウトの定義を選択します。定義 ID は賃金台帳設計画面にて作

成します。 

PDF、Excel形式それぞれでレイアウト定義が必要です。 

PDF形式のレイアウト定義をExcel定義で利用することはできません。 

3 出力期間 
入力必須となります。 

支給年月日または、対象年月からの選択となります。 

4 支給年月日From・To 

No.3で支給年月日を選択した場合に入力必須となります。 

出力期間を入力してください。指定した期間内に存在する支給年月日の情報を

表示します。 

5 対象年月From・To 

No.3で対象年月を選択した場合に入力必須となります。 

対象とする期間を12ヶ月間で指定します。 

年月のみの入力となります。 

6 対象者 

入力必須となります。 

社員番号、所属コード、退職年月日、対象者ファイル、全件のいずれかから選

択します。 

全件を選択した場合は以下No.6～9までの入力は不要となります。 

1ファイルあたりの出力上限数とファイル分割について 

1ファイルあたりの出力上限が設けられた帳票には、出力条件の下部にメッセージが表示されます。 

出力対象となる社員数とファイルの総数は出力条件が揃うと表示されます。  

 
尚、1社員で複数枚出力する帳票では、メッセージの人数と帳票数が異なる場合があります。 

（例：賃金台帳） 

また、システムパフォーマンスの都合上エクセル形式の賃金台帳は他帳票と異なり、 

出力上限が 50 件となります。50 件を超えた場合でもファイル分割されず、出力条件の変更が必要となりま

す。 
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No. 画面項目名 内容 

7 社員番号 

No.6で社員番号を選択した場合に入力必須となります。 

最低 1 名分の社員番号を入力する必要があります。複数指定する場合、カンマ

区切りで指定します。 

 

例）A0000001,A0000002,・・・ 

8 所属コード 

No.6で所属コードを選択した場合に入力必須となります。 

最低 1 つの所属コードを入力する必要があります。複数指定する場合、カンマ

区切りで指定します。 

 

例）00001,00002,・・・ 

9 退職年月日From・To 

No.6で退職年月日を選択した場合に入力必須となります。 

対象とする期間を12ヶ月間で指定します。 

年月日で入力する必要があります。 

10 対象者ファイル 

No.6で対象者ファイルを選択した場合に入力必須となります。 

参照ボタンを押下し、出力対象とする社員番号が記載されたCSVファイルまた

は Excel(.xlsx)ファイルを指定します。ファイルを指定後、アップロードボタン

を押下してください。 

エラーがある場合はエラーリストが出力されますので、内容をご確認頂き、必

要に応じて対象者ファイルを修正してください。 

 
 

アップロード可能なファイルレイアウトの例を以下に記載します。 

 

例）Excel(xlsx)、ヘッダ無し 

 
・A列（1列目）に社員番号を設定してください。 

・B列以降（2列目以降）に値が設定されていても問題ありません。 

 

例）CSV、ヘッダ有り 

 
・1列目に社員番号を設定してください。 

・2列目以降に値が設定されていても問題ありません。 

・1 行目にヘッダがある場合、ヘッダ「有」を設定の上、アップロードボタン

を押下してください。 

※Excel(xlsx)ファイルも同様です。 

Excelの場合は１シート目に設定してください。 

 

≪操作手順≫ 

１． 出力条件の入力完了後、画面下部の「作成」ボタンを押下します。 

２． 「作成」ボタンを押下すると帳票ダウンロード画面に遷移します。 

３． 対象者が存在し、帳票が作成されるとダウンロード欄にファイル名が表示され、ダウンロードが可能になりま

す。 
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② 源泉徴収票 

 

 

≪項目説明≫ 

No. 画面項目名 内容 

1 処理対象 

本処理と仮処理の内、どちらの処理結果から帳票を出力するかの選択をしま

す。 

 

処理対象 内容 

本処理 
本処理結果の中から、選択条件に合致するデータを出

力します。 

仮処理 

最新の仮処理結果の中から、選択条件に合致するデー

タを出力します。 

※仮処理を選択すると、出力対象となる仮処理情報

（対象年度、処理日等）が当エリアに表示されます。 

送付用 

(本処理) 

本処理結果（従業員配布用データ）の中から、選択条

件に合致するデータを出力します。 

※No４とNo５の項目は非表示になります。 
 

2 対象年度 
入力必須となります。 

作成する対象の年を入力してください。 

3 処理区分 

【本処理・仮処理の場合】 

月次退職、年末調整、再年末調整のいずれかから選択します。 

月次退職者の場合は、対象年度内での退職者のみを出力します。 

年末調整の場合は、支給実績のある全員分を出力します。 

再年末調整の場合は、再年末調整処理対象者のみ出力します。 

【送付用(本処理)の場合】 

本処理・仮処理の選択肢に加えて、月次退職(乙欄分)が選択可能です。 

月次退職(乙欄分)は、対象支給年月日の退職後支給分を出力します。 

※乙欄源泉徴収票出力対象のお客様のみ 

4 税表区分 

乙欄以外：税表区分が下記、「乙欄」以外 

乙欄  ：税表区分が「D 乙欄・月額表使用」「E 乙欄・日額表使用」 

上記に該当する対象者を出力します。 

5 金額 

年間累計あり：課税対象額累計、社会保険料累計、所得税累計 

がいずれも0円の場合、出力されません。 

全件：金額による絞込みをいたしません。 
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No. 画面項目名 内容 

6 対象者 

社員番号、所属コード、退職年月日、対象者ファイル、全件のいずれかから選

択します。 

全件を選択した場合は以下No.7～10までの入力は不要となります。 

※処理対象にて送付用（本処理）を選択した場合、Web 明細利用者以外（紙対

象者）も選択可能です。 

7 社員番号 

No.6で社員番号を選択した場合に入力必須となります。 

最低 1 名分の社員番号を入力する必要があります。複数指定する場合、カンマ

区切りで指定します。 

 

例）A0000001,A0000002,・・・ 

8 所属コード 

No.6で所属コードを選択した場合に入力必須となります。 

最低 1 つの所属コードを入力する必要があります。複数指定する場合、カンマ

区切りで指定します。 

 

例）00001,00002,・・・ 

9 退職年月日From・To 

No.6で退職年月日を選択した場合に入力必須となります。 

対象とする期間を12ヶ月間で指定します。 

年月日で入力する必要があります。 

10 対象者ファイル 

No.6で対象者ファイルを選択した場合に入力必須となります。 

参照ボタンを押下し、出力対象とする社員番号が記載されたCSVファイルまた

は Excel(.xlsx)ファイルを指定します。ファイルを指定後、アップロードボタン

を押下してください。 

エラーがある場合はエラーリストが出力されますので、内容をご確認頂き、必

要に応じて対象者ファイルを修正してください。 

 
 

アップロード可能なファイルレイアウトの例を以下に記載します。 

例）Excel(xlsx)、ヘッダ無し 

 
・A列（1列目）に社員番号を設定してください。 

・B列以降（2列目以降）に値が設定されていても問題ありません。 

 

例）CSV、ヘッダ有り 

 
・1列目に社員番号を設定してください。 

・2列目以降に値が設定されていても問題ありません。 

・1行目にヘッダがある場合、ヘッダ「有」を設定の上、アップロードボタン

を押下してください。 

※Excel(xlsx)ファイルも同様です。 

≪操作手順≫ 

１． 出力条件の入力完了後、画面下部の「作成」ボタンを押下します。 

２． 「作成」ボタンを押下すると帳票ダウンロード画面に遷移します。 

３． 対象者が存在し、帳票が作成されるとダウンロード欄にファイル名が表示され、ダウンロードが可能になりま

す。 
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③ 給与明細書 

④ 賞与明細書 

 

 
 

≪項目説明≫ 

No. 画面項目名 内容 

1 処理対象 

本処理と仮処理の内、どちらの処理結果から帳票を出力するかの選択をしま

す。 

 

処理対象 内容 

本処理 
本処理結果の中から、選択条件に合致するデータを出

力します。 

仮処理 

最新の仮処理結果の中から、選択条件に合致するデー

タを出力します。 

※仮処理を選択すると、出力対象となる仮処理情報

（支給年月日、処理日）が当エリアに表示されます。 

送付用 

(本処理) 

本処理結果（従業員配布用データ）の中から、選択条

件に合致するデータを出力します。 
 

2 支給年月日 プルダウンリストより支給年月日を選択します。 

3 対象者 

入力必須となります。 

社員番号、対象者ファイル、全件のいずれかから選択します。 

全件を選択した場合は以下No.4～5の入力は不要となります。 

※処理対象にて送付用（本処理）を選択した場合、Web 明細利用者以外（紙対

象者）も選択可能です。 

4 社員番号 

No.3で社員番号を選択した場合に入力必須となります。 

最低 1 名分の社員番号を入力する必要があります。複数指定する場合、カンマ

区切りで指定します。 

 

例）A0000001,A0000002,・・・ 
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No. 画面項目名 内容 

5 対象者ファイル 

No.3で対象者ファイルを選択した場合に入力必須となります。 

参照ボタンを押下し、出力対象とする社員番号が記載されたCSVファイルまた

は Excel(.xlsx)ファイルを指定します。ファイルを指定後、アップロードボタン

を押下してください。 

エラーがある場合はエラーリストが出力されますので、内容をご確認頂き、必

要に応じて対象者ファイルを修正してください。 

 
 

アップロード可能なファイルレイアウトの例を以下に記載します。 

 

例）Excel(xlsx)、ヘッダ無し 

 
・A列（1列目）に社員番号を設定してください。 

・B列以降（2列目以降）に値が設定されていても問題ありません。 

 

例）CSV、ヘッダ有り 

 
・1列目に社員番号を設定してください。 

・2列目以降に値が設定されていても問題ありません。 

・1行目にヘッダがある場合、ヘッダ「有」を設定の上、アップロードボタン

を押下してください。 

※Excel(xlsx)ファイルも同様です。 

 

≪操作手順≫ 

１． 出力条件の入力完了後、画面下部の「作成」ボタンを押下します。 

２． 「作成」ボタンを押下すると帳票ダウンロード画面に遷移します。 

３． 対象者が存在し、帳票が作成されるとダウンロード欄にファイル名が表示され、ダウンロードが可能になりま

す。 
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⑤ 給与支払報告書 
2016年以降は個人番号の記載が必要になりました。Webエントリーシステムでは 2025年度分以降から個人番号が空

欄の給与支払報告書を出力可能ですので、個人番号を手書きの上ご利用ください。また、Web マイナンバー管理サ

ービスをご利用されているお客様は、外部出力より給与支払報告書のデータを出力し、Web マイナンバー管理サー

ビスより個人番号が印字された給与支払報告書を出力することができます。 

 

 
 

≪項目説明≫ 

No. 画面項目名 内容 

1 処理対象 

本処理と仮処理の内、どちらの処理結果から帳票を出力するかの選択をしま

す。 

処理対象 内容 

本処理 
本処理結果の中から、選択条件に合致するデータを出

力します。 

仮処理 

最新の仮処理結果の中から、選択条件に合致するデー

タを出力します。 

※仮処理を選択すると、出力対象となる仮処理情報

（対象年度、処理日）が当エリアに表示されます。 
 

2 対象年度 
入力必須となります。 

作成する対象の年を入力してください。 

3 処理区分 

入力必須となります。 

年末調整、再年末調整のいずれかから選択します。 

年末調整の場合は、年末調整処理対象者を出力します。 

再年末調整の場合は、再年末調整処理対象者を出力します。 

4 対象者 

入力必須となります。 

社員番号、所属コード、退職年月日、対象者ファイル、全件のいずれかから選

択します。 

全件を選択した場合は以下No.5～8までの入力は不要となります。 

5 社員番号 

No.4で社員番号を選択した場合に入力必須となります。 

最低 1 名分の社員番号を入力する必要があります。複数指定する場合、カンマ

区切りで指定します。 

 

例）A0000001,A0000002,・・・ 

6 所属コード 

No.4で所属コードを選択した場合に入力必須となります。 

最低 1 つの所属コードを入力する必要があります。複数指定する場合、カンマ

区切りで指定します。 

 

例）00001,00002,・・・ 

7 退職年月日From・To 

No.4で退職年月日を選択した場合に入力必須となります。 

対象とする期間を12ヶ月間で指定します。 

年月日で入力する必要があります。 
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No. 画面項目名 内容 

8 対象者ファイル 

No.4で対象者ファイルを選択した場合に入力必須となります。 

参照ボタンを押下し、出力対象とする社員番号が記載されたCSVファイルまた

は Excel(.xlsx)ファイルを指定します。ファイルを指定後、アップロードボタン

を押下してください。 

エラーがある場合はエラーリストが出力されますので、内容をご確認頂き、必

要に応じて対象者ファイルを修正してください。 

 
 

アップロード可能なファイルレイアウトの例を以下に記載します。 

 

例）Excel(xlsx)、ヘッダ無し 

 
・A列（1列目）に社員番号を設定してください。 

・B列以降（2列目以降）に値が設定されていても問題ありません。 

 

例）CSV、ヘッダ有り 

 
・1列目に社員番号を設定してください。 

・2列目以降に値が設定されていても問題ありません。 

・1行目にヘッダがある場合、ヘッダ「有」を設定の上、アップロードボタン

を押下してください。 

※Excel(xlsx)ファイルも同様です。 

 

≪操作手順≫ 

１． 出力条件の入力完了後、画面下部の「作成」ボタンを押下します。 

２． 「作成」ボタンを押下すると帳票ダウンロード画面に遷移します。 

３． 対象者が存在し、帳票が作成されるとダウンロード欄にファイル名が表示され、ダウンロードが可能になりま

す。  
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⑥ 住民税合計表 
 

 

 
 

≪項目説明≫ 

No. 画面項目名 内容 

1 納付年月 
入力必須となります。 

作成する対象の納付年月を入力してください。 

 

≪操作手順≫ 

１． 出力条件の入力完了後、画面下部の「作成」ボタンを押下します。 

２． 「作成」ボタンを押下すると帳票ダウンロード画面に遷移します。 

３． 対象者が存在し、帳票が作成されるとダウンロード欄にファイル名が表示され、ダウンロードが可能になりま

す。 

 

 

 

⑦ 源泉徴収簿 
 

 
 

≪項目説明≫ 

No. 画面項目名 内容 

1 対象年度 

入力必須となります。 

作成する対象の年を入力してください。 

※2017年以前はご指定頂けません。 

2 対象者 

入力必須となります。 

社員番号、所属コード、退職年月日、対象者ファイル、全件のいずれかから

選択します。 

全件を選択した場合は以下No.3～6までの入力は不要となります。 

3 社員番号 

No.2で社員番号を選択した場合に入力必須となります。 

最低 1 名分の社員番号を入力する必要があります。複数指定する場合、カン

マ区切りで指定します。 

 

例）A0000001,A0000002,・・・ 

4 所属コード 

No.2で所属コードを選択した場合に入力必須となります。 

最低 1 つの所属コードを入力する必要があります。複数指定する場合、カン

マ区切りで指定します。 

 

例）00001,00002,・・・ 

5 退職年月日From・To 

No.2で退職年月日を選択した場合に入力必須となります。 

対象とする期間を12ヶ月間で指定します。 

年月日で入力する必要があります。 
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No. 画面項目名 内容 

6 対象者ファイル 

No.2で対象者ファイルを選択した場合に入力必須となります。 

参照ボタンを押下し、出力対象とする社員番号が記載された CSV ファイル

または Excel(.xlsx)ファイルを指定します。ファイルを指定後、アップロード

ボタンを押下してください。 

 

アップロード可能なファイルレイアウトの例を以下に記載します。 

 

例）Excel(xlsx)、ヘッダ無し 

 
・A列（1列目）に社員番号を設定してください。 

・B列以降（2列目以降）に値が設定されていても問題ありません。 

 

例）CSV、ヘッダ有り 

 
・1列目に社員番号を設定してください。 

・2列目以降に値が設定されていても問題ありません。 

・1 行目にヘッダがある場合、ヘッダ「有」を設定の上、アップロードボタ

ン を 押 下 し て く だ さ い 。 

※Excel(xlsx)ファイルも同様です。 

 

≪操作手順≫ 

１． 出力条件の入力完了後、画面下部の「作成」ボタンを押下します。 

２． 「作成」ボタンを押下すると帳票ダウンロード画面に遷移します。 

３． 対象者が存在し、帳票が作成されるとダウンロード欄にファイル名が表示され、ダウンロードが可能になりま

す。 
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⑧ 所得税確認リスト 
 

 
 

≪項目説明≫ 

No. 画面項目名 内容 

1 集計元 

帳票作成時に使用する集計単位を選択します。 

※「雇用形態」を選択した場合に作成される帳票イメージは(2).(a)の⑥を参

照してください。 

2 支払年月 
入力必須となります。 

支払年月を入力してください。 

3 源泉コード 
源泉コードを選択してください。 

未選択の場合、全件を出力します。 

4 税表区分 

甲欄乙欄：税表区分が「A、B、C、D、E」が対象となります。 

丙欄：税表区分が「F」が対象となります。 

全件：税表区分による絞込みをいたしません。 
 

≪操作手順≫ 

１． 出力条件の入力完了後、画面下部の「作成」ボタンを押下します。 

２． 「作成」ボタンを押下すると帳票ダウンロード画面に遷移します。 

３． 対象者が存在し、帳票が作成されるとダウンロード欄にファイル名が表示され、ダウンロードが可能になりま

す。 

 

 

 

⑨ 法定調書合計表(転記用) 
 

 
 

≪項目説明≫ 

No. 画面項目名 内容 

1 対象年度 
入力必須となります。 

作成する対象の年を入力してください。 

2 源泉コード 
源泉コードを選択してください。 

未選択の場合、全件を出力します。 

 

≪操作手順≫ 

１． 出力条件の入力完了後、画面下部の「作成」ボタンを押下します。 

２． 「作成」ボタンを押下すると帳票ダウンロード画面に遷移します。 

３． 対象者が存在し、帳票が作成されるとダウンロード欄にファイル名が表示され、ダウンロードが可能になりま

す。 
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⑩ 差額明細書 

⑪ 単独年末調整明細書 

⑫ 差額遡及明細書 
 

 
 

≪項目説明≫ 

No. 画面項目名 内容 

1 支給年月日 プルダウンリストより支給年月日を選択します。 

2 対象者 

社員番号、対象者ファイル、全件、Web 明細利用者以外（紙対象者）のいず

れかから選択します。 

全件を選択した場合は以下No.3～4の入力は不要となります。 

3 社員番号 

No.2で社員番号を選択した場合に入力必須となります。 

最低 1 名分の社員番号を入力する必要があります。複数指定する場合、カン

マ区切りで指定します。 

 

例）A0000001,A0000002,・・・ 

4 対象者ファイル 

No.2で対象者ファイルを選択した場合に入力必須となります。 

参照ボタンを押下し、出力対象とする社員番号が記載された CSV ファイル

または Excel(.xlsx)ファイルを指定します。ファイルを指定後、アップロード

ボタンを押下してください。 

 

アップロード可能なファイルレイアウトの例を以下に記載します。 

 

例）Excel(xlsx)、ヘッダ無し 

 
・A列（1列目）に社員番号を設定してください。 

・B列以降（2列目以降）に値が設定されていても問題ありません。 

 

例）CSV、ヘッダ有り 

 
・1列目に社員番号を設定してください。 

・2列目以降に値が設定されていても問題ありません。 

・1行目にヘッダがある場合、ヘッダ「有」を設定の上、アップロードボタ

ンを押下してください。※Excel(xlsx)ファイルも同様です。 

≪操作手順≫ 

１． 出力条件の入力完了後、画面下部の「作成」ボタンを押下します。 

２． 「作成」ボタンを押下すると帳票ダウンロード画面に遷移します。 

３． 対象者が存在し、帳票が作成されるとダウンロード欄にファイル名が表示され、ダウンロードが可能になりま

す。 
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 Web明細利用者以外（紙対象者）とは 

人事メニュー内の人事基本情報登録画面で、明細配信設定を「0 使用しない」に登録している従業員が該当します。 

※本処理送信時点の情報を参照。 

 

 

 

（b）出力帳票種類 

 

① 源泉徴収票 

② 給与明細書 

③ 賞与明細書 

④ 差額明細書 

⑤ 単独年末調整明細書 

⑥ 差額遡及明細書 
 

 
 

≪項目説明≫ 

No. 画面項目名 内容 

1 種類 

宛名有を選択した場合、窓付き封筒に対応した宛名ページを作成します。 

源泉徴収票、給与明細書、賞与明細書は送付用(本処理)を選択した場合のみ

表示されます。 

また、明細が偶数枚出力される社員の場合、両面印刷を考慮し最終ページに

白紙が出力されます。 
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（２）帳票ダウンロード  
作成済みのファイルを出力する際に帳票ダウンロード画面を表示します。 

 

 

 
 

帳票ダウンロード遷移 

 

 

 

 
 

≪画面説明≫ 

No. 画面項目名 内容 

1 
ダウンロードファイル

一覧 

作成処理を開始している処理ステータスを表示します。また、作成さ

れたファイル名のリンクを表示します。 

2 削除ボタン 
ダウンロードファイル一覧に表示されているファイルを削除する場合

にチェックをオンにし、削除ボタンを押下します。 

3 再読込ボタン 

処理の状況を最新の状態に更新します。 

ステータスが“起動中”の場合にボタンを押下することで最新の状態

を取得できます。 

 

≪操作手順≫ 

１． 帳票ダウンロード画面を表示し、出力するファイルを選択します。 

２． 選択後、ファイル保存用のメッセージが表示され、任意の場所にファイルを保存または、ファイル

を開きます。 

 

※帳票出力指示画面にて「処理対象」を”仮処理”とした場合、ファイル名に”（仮処理）”の文字が付加さ

れたファイルが作成されます。（ 例：源泉徴収票（仮処理）20140401120000000.pdf ） 
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（a）帳票サンプル 
 

① 賃金台帳(A4 版) 
 

  

 
 

 

賃金台帳(Excel 版) 
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② 源泉徴収票 
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○2016 年度以降～2017 年度以前と 2018 年度以降の違いについて 

2016 年度以降～2017 年度以前と 2018 年度以降では以下の通り項目名の変更を行っています。 

レイアウトに変更はありません。 

 

 

○2025 年度以降の帳票レイアウトについて 

2025 年度以降では以下の通り項目名および帳票レイアウトの変更を行っています。 

 

また 2025 年度以降では以下の項目が追加されています。 

・特親 人 

・特親 従人 

・特定親族特別控除の額 

2024年度以前 2025年度以降

控除対象扶養親族の数 →控除対象扶養親族等の数

控除対象扶養親族 →控除対象扶養親族等

○2020 年度以降の帳票レイアウトについて 

2020 年度以降では以下の通り項目名および帳票レイアウトの変更を行っています。 

 

また 2020 年度以降では以下の項目が追加されています。 

・基礎控除の額 

・所得金額調整控除額 
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２０２０年度以降～２０２４年度以前 
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２０１８年度以降～２０１９年度以前 
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２０１６年度以降～２０１７年度以前 

 

 
 

 

 

２０１８年度以降 
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２０１２年度以降～２０１５年度以前 
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２０１１年度以前 
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③ 給与明細書 

④ 賞与明細書 
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⑤ 給与支払報告書 
 

 ２０１６年度にマイナンバーの表示が必須となり、出力を取り止めました。 

 

 

２０１１年度以前 
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２０１２年度以降～２０１５年度以前 
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⑥ 住民税合計表 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 源泉徴収簿 

 

２０２５年度以降 

 

1 ページ目 
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2 ページ目 

 

 

 

 

２０２０年度以降～２０２４年度以前 

 

1 ページ目 
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2 ページ目 

 

 

 

 

２０１９年度以前 

 

1 ページ目 
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2 ページ目 

 

 

 

 

 

⑧ 所得税確認リスト 
支払月ベースの所得税（給与・賞与）を任意の項目で集計した値を提供します。 

所得税微収高計算書（納付書）の記載を行なう為の基礎資料として使用できます。 

 

 
 

指定した支給年月に紐付く、支給年月日の所得税を、給与種別（給与・賞与）毎に表示します。 

出力時に設定した集計単位毎に、集計単位名・人員・課税対象額・所得税額を横一列で表示します。 
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⑨ 法定調書合計表(転記用) 
「給与所得の源泉徴収票等の法定調書合計表」における、源泉徴収票合計表欄の記載を行なう為の基礎資 

料として使用できます。 
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⑩ 宛名用紙 

源泉徴収票、給与明細書、賞与明細書、差額明細書、単独年末調整明細書、差額遡及明細書にて帳票種類

を宛名有にした場合に出力されます。お客様にて両面印刷していただき、窓付き封筒に封入後、送付する

などしてご利用ください。宛名に印字される情報は人事メニュー内で登録した情報を使用します。 

（※）人事メニューの本人基本情報にて、英字氏名の「連携する」と「英字使用」の両方をチェックされ

ている場合、「英字氏名(戸籍)」、「英字氏名」の優先順位で宛名に印字いたします。上記以外の場合、「漢

字氏名(戸籍)」、「カナ氏名(戸籍)」、「漢字氏名」、「カナ氏名」の優先順位で宛名に印字いたします。 

（※）窓付きのＡ４三つ折り用封筒はお客様にてご用意お願いいたします。 

（※）印刷を行う際、ブラウザの設定によっては「印刷可能領域に合わせる」という縮小設定がデフォル

トで選ばれていることがあります。この設定では、印刷内容が自動的に縮小されてしまうため、「実際の

サイズ」を選択して印刷を行ってください。 
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（３）賃金台帳設計 
賃金台帳に表示する項目を選択し、定義ＩＤを割り当てて保存します。 

設計後、定義ＩＤを選択するだけで賃金台帳を簡単に出力することが可能です。また複数

の定義ＩＤを登録できますので、用途に合わせて設計することで作業の効率化が図れます。 

 

 

 
 

新規登録の場合は「追加」ボタンを、既存の賃金台帳設計定義を変更する場合は「編集」

ボタンを押下します。賃金台帳設計登録画面へ遷移します。 

 

 

 
 

≪画面説明（PDF ファイル形式）≫ 

No. 画面項目名 内容 

1 出力形式 

出力するファイルの形式を選択します。 

本頁では「PDF ファイル」を選択した場合の画面説明を記載しま

す。 

2 定義ＩＤ 

賃金台帳の出力定義を識別するコードを入力します。 

一覧への表示は出力項目定義 ID 順(昇順)であるため、頻繁に使用す

る項目は若い番号を採番する等の考慮が必要となります。 

3 定義名 設定した定義の名称を入力します。 
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No. 画面項目名 内容 

4 賃金計算期間 
賃金計算期間を表示するかどうかを設定します。 

明細上の支給年月の下部に、計算対象期間を表示する事ができます。 

5 締め日／支給月 
賃金計算期間を表示する際の、その給与の支払い月が当月か翌月かの

設定をします。 

6 処理種別 

賃金台帳を設計する処理種別（給与・賞与・差額・単独年調）のいず

れかを選択します。設定中に設定を変更すると、項目一覧の内容が更

新されます。 

7 定義情報 賃金台帳設計の定義ＩＤ・定義名称を登録します。 

8 項目一覧 選択元となる項目一覧です。 

9 画面設計項目 
賃金台帳の設計として選択した項目が表示されます。 

後述の｢空白行｣､｢改ページ｣と併せて５０項目まで設定可能です。 

10 表示名 
賃金台帳に表示する項目名を変更することが出来ます。 

登録がない場合は、元の項目名がそのまま賃金台帳に表示されます。 

11 空白行追加 
賃金台帳上に空白行を追加します。 

※空白行に前述の表示名を設定すると、タイトル行になります。 

12 改頁追加 改ページを設定する事が出来ます。 

 

≪操作手順≫ 

１． 定義情報を登録し、処理種別を選択します。 

２． 上記１で選択した処理種別に属する項目が表示されますので、その中から必要な項目を選択します。 

※Ctrl キー、Shift キーを押下しながら項目を選択することで、複数項目選択することが可能です。 

３． 項目を選択したら、 を押して画面設計項目に移動させます。 

画面設計項目から削除する場合は、画面設計項目内の項目を選択し、 を押して項目一覧に戻します。 

追加した「空白行」や「改頁」を削除する場合も、同様の手順となります。 

必要項目を選択し終えたら、画面設計項目内の項目の順番を整理します。整理するには移動する項目 

 

を選択し    や   で上下に移動させます。（項目を複数選択し上下に移動する事も出来ます） 

 

 

４． 「更新」ボタンを押し、追加登録もしくは修正は完了です。 

 

【賃金計算期間の表示例】 

 

 

 

 

 

    ・「翌月払い」を設定した場合､賃金計算期間には 

     前月の締め日が表示されます。 

 
       (２月１６日～３月１５日の給与は４月支払い) 

 

 

 

 

 

    ・「当月払い」を設定した場合､賃金計算期間には 

     当月の締め日が表示されます。 

 
(３月１６日～４月１５日の給与は４月支払い) 

 

 

 

 

 

 

賃金台帳 

賃金台帳 
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≪画面イメージ（MS Excel 形式）≫ 

 
 

 

≪画面説明（MS Excel 形式）≫ 

No. 画面項目名 内容 

1 出力形式 
出力するファイルの形式を選択します。 

本頁では「MS Excel」を選択した場合の画面説明を記載します。 

2 定義ＩＤ 

賃金台帳の出力定義を識別するコードを入力します。 

一覧への表示は出力項目定義 ID 順(昇順)であるため、頻繁に使用す

る項目は若い番号を採番する等の考慮が必要となります。 

3 定義名 設定した定義の名称を入力します。 

4 賃金計算期間 
賃金計算期間を表示するかどうかを設定します。 

明細上の支給年月の下部に、計算対象期間を表示する事ができます。 

5 締め日／支給月 

賃金計算期間を表示する際の、その給与の支払い月が当月か翌月かの

設定をします。 

表示イメージは PDF 形式の画面説明をご確認ください。 

6 書式ファイル 

作成した書式ファイルをアップロードします。 

賃金台帳の雛形ファイルは、PROSRV お客様サイト(各種ドキュメン

ト > PROSRV on Cloud > マニュアル > 給与計算サービス)よりダウ

ンロードする事ができます。 

利用方法や注意事項等、ファイル中に記載がありますので、注釈等ご

確認の上ご利用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

7 
書式ファイルダウンロ

ード 

登録されている書式ファイルをダウンロードできます。 

 

 

 

 

 

  

登録できるファイル形式 

書式ファイルは、拡張子が xlsx のみ登録できます。 

登録できるファイルサイズ 

書式ファイルのサイズは、5MB を上限としています。 
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６）ファームバンキング 
振込に関するご契約がファームバンキングデータ作成のとき、確定処理（本処理）の際に振込情

報を作成。この機能ではファームバンキング用振込データを修正することができます。 

 

（１）振込会社管理 
この画面ではファームバンキング用振込データの会社情報や振込ファイルに関するデータ

を修正することができます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

≪操作手順≫ 

１． 外部出力メニュー ⇒ ファームバンキング 振込会社情報 ⇒ ファームバンキング振込会社情報

一覧画面へ遷移します。 

２． 振込会社情報一覧画面にて、修正する振込会社情報の「編集」ボタンを押下し、振込会社情報登録

画面へ遷移します。 

３． 振込会社情報登録画面では「振込会社情報」枠内に振込データの会社情報が表示されますので、修

正する項目を上書きして変更します。 

４． データ変更を終えましたら「更新」ボタンを押下してデータ更新を行います。 
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（２）振込データ管理 
この画面ではファームバンキング用振込データを個人別に修正することができます。 
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≪操作手順≫ 

 

１． 外部出力メニュー ⇒ ファームバンキング 振込明細データ修正 ⇒ ファームバンキング振込情

報一覧画面へ遷移します。 

２． ファームバンキング振込情報一覧画面にて、修正する振込個人情報の「編集」ボタンを押下し、フ

ァームバンキング振込明細データ一覧画面へ遷移します。遷移先の画面で個人ごとの振込データが

「データ修正一覧」の枠内に表示されます。 

３． その中から修正する社員の「編集」ボタンを押下し、ファームバンキング振込明細データ修正画面

へ遷移します。遷移先の画面で「振込個人」枠内に社員の振込情報が表示されますので、修正する

項目を上書きして変更します。 

４． データ変更を終えましたら「更新」ボタンを押下してデータ更新を行います。 
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（３）ファイル作成指示 
この画面ではファームバンキング用振込データを作成し、ダウンロードします。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

≪操作手順≫ 

１． 外部出力メニュー ⇒ ファームバンキング ファイル作成指示 ⇒ ファームバンキングファイル

作成指示画面へ遷移します。 

２． ファームバンキングファイル作成指示画面にて、作成する振込ファイルをチェックして「作成」ボ

タンを押下します。ファームバンキングファイルダウンロード画面へ遷移し、「ステータス」欄が

『起動前』という状態で表示されますが、振込データが作成されますと『正常終了』と表示が変わ

ります。それまでお待ちください。『正常終了』と表示が変わったら振込データをダウンロードする

ことが可能になります。操作手順は次項の「ファイルダウンロード」を参照してください。 
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（４）ファイルダウンロード 
作成したファイルを一覧よりダウンロードします。 

 

 

 
 

ファイルダウンロード遷移 

 

 

 
 

≪画面説明≫ 

No. 画面項目名 内容 

1 
ダウンロードファイル

一覧 

作成処理が完了しているステータスを表示します。また、作成された

ファイル名のリンクを表示します。 

2 削除ボタン 
ダウンロードファイル一覧に表示されているファイルを削除する場合

にチェックをオンにし、削除ボタンを押下します。 

3 再読込ボタン 

処理の状況を最新の状態に更新します。 

ステータスが“起動中”の場合にボタンを押下することで最新の状態

を取得できます。 

 

≪操作手順≫ 

１． 帳票ダウンロード画面を表示し、出力するファイルを選択します。 

２． 選択後、ファイル保存用のメッセージが表示され、任意の場所にファイルを保存、またはファイル

を開きます。 
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（a）各種アウトプットサンプル 

 

① 振込明細リスト 
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② 振込合計リスト 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ FBデータファイル 
 全銀フォーマットでの作成となります。 

 固定長、テキストファイルとなります。 

 

７）持出しデータ 
 

（１）ファイル作成指示 
この画面では三菱ＵＦＪ銀行元扱振込代行サービスご利用分の振込明細リストを作成し、

ダウンロードします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪操作手順≫ 

1. 外部出力メニュー ⇒ 持出しデータファイル作成指示 ⇒ 持出しデータファイル作成指示画面

へ遷移します。 

2. 持出しデータ作成指示画面にて、作成する振込明細リストファイルをチェックして「作成」ボタン

を押下します。持出しデータファイルダウンロード画面へ遷移し、「ステータス」欄が『起動前』と

いう状態で表示されますが、振込明細リストデータが作成されますと『正常終了』と表示が変わり

ます。それまでお待ちください。『正常終了』と表示が変わったら振込データをダウンロードするこ

とが可能になります。操作手順は次項の「ファイルダウンロード」を参照してください。 
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（２）ファイル作成指示 
作成したファイルを一覧よりダウンロードします。 

前項の「II． 操作・運用編 > ９． 外部出力 > ７）ファームバンキング> （４）ファイ

ルダウンロード」を参照してください。 

 

（a）各種アウトプットサンプル 

①  振込明細リスト 
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８）汎用受信 
この機能では、お客様との契約内容に基づき、源泉徴収票、給与支払報告書、地方税納付データ

やお客様毎の独自データファイルを自動的に受信します。本処理終了後のタイミングで、受信し

たデータを画面からダウンロードすることができます。 

 

 

 

※源泉徴収票、給与支払報告書については、光ディスクおよび電子申告それぞれの形式でファイルが 

作成されます。提出方法に応じて、必要なファイルをダウンロードしてください。 

また、Web マイナンバー管理サービスをご利用されているお客様はファイル名に「MN」がついた

データが出力されます。このファイルには Web マイナンバー管理サービスにて個人番号を 

特定するためのデータが追加されています。そのままでは提出ファイルとして使用できませんので、

ご注意ください。 

Web マイナンバー管理サービスのご利用に関わらず、ファイル名に「MN」がついていないデータ

が出力されます。こちらのファイルにつきましても提出ファイルとして使用するためには所定の場

所に個人番号の追記が必要になります。 

 

≪画面説明≫ 

No. 画面項目名 内容 

1 ステータス 

データファイルのダウンロード状況が表示されます。 

ステータス 内容 

ダウンロード

未済 

対象のファイルはまだダウンロードされてい

ません。 

ダウンロード

済 

対象のファイルは既にダウンロードされてい

ます。 

  

2 区分 ファイルの種類が表示されます。 

3 ファイル名 

受信されたファイル名が表示されます。 

リンクを押下すると、ファイル保存用のメッセージが表示されま 

すので、任意の場所にファイルを保存、またはファイルを開きます。 

4 受信日時 データが受信された日時が表示されます。 

 

≪操作手順≫ 

１．外部出力メニュー ⇒ [汎用受信]ファイルダウンロード画面を表示し、参照するファイルのリンク 

を押下します。 

２．選択後、ファイル保存用のメッセージが表示され、任意の場所にファイルを保存、またはファイルを

直接開くことができます。保存時には、必要に応じて拡張子を付与してください。(.txt, .dat 等) 

  


